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【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
①自動車流通業市場の背景
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（出典：日本自動車販売協会連合会）

3Q（4～12月）前年比

1.1％増

■ 2013年第３四半期の自動車市場
新 車 登 録 台 数 ＝ 232.0万台（前年同期比1.1％増）

中 古 車 登 録 台 数 ＝ 280.5万台（前年同期比3.0％減）

新 車 ⇒ 2013年9月より４か月連続で前年実績を大幅に上回る。消費税増税を見据えた駆け
込み需要が販売台数を押し上げる。

中古車 ⇒ 2013年12月、８か月ぶりに前年実績を上回る。消費税増税による新車の駆け込み
需要が一部に影響。オートオークションにおける取引相場は、前年に比べ回復基調。

3Q（4～12月）前年比

3.0％減

2011年 2012年 2013年
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【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
②業績ハイライト

例年苦戦する３Ｑにおいても、好業績を維持

前期比大幅な増収増益

（百万円）
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【３Ｑ累計】 売上高 24,641百万円（前年同期比117.4%）

営業利益 885百万円（前年同期比197.0%）

経常利益 902百万円（前年同期比197.7%）
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【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
③貸借対照表

平成26年3月期

3Ｑ
平成25年3月期末 前期末比

流動資産 6,910  6,734  102.6%

固定資産 1,024 972 105.3%

総資産 7,934 7,707 102.9%

流動負債 1,337 1,895 70.5%

固定負債 192 167 114.6%

純資産 6,404 5,643 113.5%

負債・純資産合計 7,934  7,707  102.9%

（単位：百万円）

《補足説明（前期末比）》

 流動資産 ： 前期末比175百万円増加 現預金1,196百万円増加、売掛金580百万円、商品453百万円減少

 流動負債 ： 前期末比558百万円減少 買掛金290百万円、閉鎖店舗引当金104百万円、未払金72百万円減少

流動比率516.7％ （前期末 355.2％）

 純資産 ： 四半期純利益745百万円の計上、新株予約権発行等により増加

自己資本比率80.7％ （前期末 73.2 ％）



6

【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
④損益計算書

 売上総利益

： 組織改革による店舗間のリレーションの強化に努めた結果、取引台数が増加し、取引単価も低迷期を脱
したことにより、大幅に増加（前年同期比17.4％増）

《補足説明》
 売上高

： 売上総利益率は、減少したものの、売上好調により7.5％増（前年同期比）

 販売管理費 ： 新規出店による地代家賃の増加等はあったものの、ブランディング費用による増加を見込んだコストカット
を推進した結果、前年以下に抑制

： 売上高、売上総利益の大幅な増加と販売管理費を抑制した結果、大幅に増加（前年同期比97.0％増） 営業利益

（単位：百万円）

102.1%368745四半期純利益

97.7%456902経常利益

97.0%449885営業利益

△1.9%4,2604,177販管費

7.5%4,7105,063売上総利益

20.3%16,27019,578売上原価

17.4%20,98124,641売上高

前年同期

増減率

平成25年3月期

3Ｑ
平成26年3月期

3Ｑ
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【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
⑤キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成26年3月期

3Ｑ
平成25年3月期

3Ｑ

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,297 △92

投資活動によるキャッシュ・フロー △106 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー 5 -

現金及び現金同等物の期末残高 3,107 3,386

《補足説明》

 営業CF ：税金等調整前当期四半期利益876百万円、売上債権580百万円の減少、たな卸資産453百万円

の減少等のプラス要因により大幅に増加

 投資CF ：有形固定資産の取得による支出67百万円、無形固定資産の取得による支出23百万円、敷金及び

保証金の差入による支出19百万円のマイナス要因により減少

 財務CF ：新株予約権発行による収入4百万円のプラス要因により増加

※ 現金及び現金同等物の期末残高 ：前4Qに1,000百万円の定期預金預入により減少

※
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【1】 平成26年3月期 第３四半期累計期間決算の状況
⑥業績トピックス（売上高およびユーザー買取台数の推移）

■売上高およびユーザー買取台数の推移
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 前年同期に比べ取引台数が増加し、取引単価も低迷期を脱したことにより、売上高は前3Ｑ比17.4％増。

 店舗間のリレーションの強化及び社員教育の徹底に努めた結果、買取台数は、前年同期比8.7％増と好調に推移。

 売上総利益率は、前年よりも減少したものの、例年以上の水準を確保。
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【2】 営業施策進捗
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【2】 営業施策進捗
①新規出店計画

 12/6（金） カーチス多摩（東京都）オープン（今期３店舗目）

「お客様がワクワクするような買取センター」を目指す新ＣＩ・新コンセプトを体現

した旗艦店。実質的な新ＣＩの１号店と位置付ける。

■100店舗体制に向け、新コンセプトでの店舗展開を積極的に実施

 1/12（日） カーチス広島（広島県）を

中国地方の戦略的店舗としてリニュー

アルオープン（今期4店舗目）

【カーチス多摩 店舗外観】

 カーチス堺（大阪府）、カーチス浜松
（静岡県）等オープン予定

 新ロゴ・新店舗デザインによる出店戦略
を推進
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■ 世界的に話題の台湾出身歌手リン・ユーチュンを起用した
新テレビCMが登場 （2014年1月17日からオンエア）

【カーチス新CM 「車買取がんばります」】

【2】 営業施策進捗
②セールスプロモーションの強化

<出演者プロフィール>

リン・ユーチュン（Lin Yu Chun)

出身地：中華民国台湾台北市

2010 年に台湾のオーディション番組「Super Star Avenue(超
級星光大道)」においてホイットニー・ヒューストンの「I Will 
Always Love You」のカヴァーを歌い、一躍注目を浴びる。日
本においては、2012 年から「採点カラオケバトル」で人気を博
している某テレビ番組への出演をきっかけに注目され、2013 
年11 月にカヴァーアルバム「BalladShow」をリリースした。

類まれなる「奇跡の泣きヴォイス」と

蝶ネクタイとおかっぱ頭がトレードマークの

リン・ユーチュンさんを

イメージキャラクターに起用

ブランディング戦略による

認知度・好感度アップ、

来店顧客数増加を見込む

※CMは、カーチスのＨＰ（http://www.carchs.com/）で視聴できます。


